
関西地区青果物販売動向【野菜・果実】
2024年4月

今週 次週

4/8週 4/15週

入荷量 市況 市況動向 見通し

保合～やや弱い 保合

大分 Ｌ1,000円～/3㎏ 保合 保合

鳥取

福岡 土耕70円～/束 保合 保合

大分 水耕60円～/束

高知 150g袋 120円 保合 保合

茨城

保合 保合

福岡　あまおうＤＸ：500～450円 270g 2L：420～400円 保合 保合

大分　ﾍﾞﾘｰﾂ250g2L：380～350円　さがほのか250gL：350～330円

佐賀 いちごさん240g2L：380～350円

徳島すだち 700～600円/200g　8・10玉 保合～やや弱い 保合

大分かぼす 秀M 3,600～3,000円

大分 3,500-3,000円/ｹｰｽ 保合 保合

宮崎

熊本

大分 150～100円/パック 保合 保合

愛知

○○事務所管内活動報告（一部）

JA全農おおいた　大阪事務所

カボス

すだちが増加中で徐々に仕切を下げているが、かぼすは保合で推移。次週も状況は大きく変わらず入荷量次
第。
15日頃からパックの8玉階級を1kg箱（2L40玉）に変更予定。

にら

相場は、70円から60円までの段割れになっていて、60円はわらない見込みになっている。

大葉

入荷数量も極端に増えていないため、相場も保合で推移しそう。

ピーマン

宮崎県産の出荷量少ない。ようやく茨城・高知でも増加の兆しは見えるものの、天候も安定せず不安定なままで
相場は概ね保合見込み。

甘藷

相場については、保合の見込み。
品質の低下や、入荷数量の極端な増減がみられ、相場下げの原因や顧客離れにならないように出荷数量予測
などの事前情報の共有が必要とおもわれる。

いちご
（ベリーツ）

品質不良によって九州各地の出荷量が減少し、天候不順から思うように回復しない。まだまだいちごに頼らざる
を得ない売り場状況から引き合いが強まっている。ただ、日持ちの面から一気に相場は引き上げられず、売り詰
まらない価格帯のなかで少しでも高い単価を出せるよう入荷量と販売状況のバランスを見ている状況。
ベリーツも他産地と同様入荷が減ってきているなかではありますが引き続き出荷のほどお願いします。

全体

野菜については、状況は変わりなく良くないです。セリの状況もにぎわいにかける。量販店での売価は変わらず
小ねぎ：198円、白ねぎ：248円（1本売りもある）の状況です。翌週についても極端な相場の増減はない見込みに
なっている。果実は品質不良によって産地の出回りが一時的に減ったこともあり、店舗によっては売り場縮小し
輸入果実を広げているところもあり。太陽のタマゴが4/11(木)より出荷解禁、例年以上の曇天によって糖度は並
～やや低めか。

白ねぎ

入荷産地は、大分と鳥取中心になっている。相場は天候の影響で入荷量が少なく保合の見込み。天候次第で入
荷量が増えると相場下げの見込み。

こねぎ
（土耕・水耕）

入荷状況は各地大きく変わらない見込み。相場も極端な下げはない見込み。量販店での売価は198円～178円
のところが多い。

作成日：令和６年４月１０日(水)

品目 主産地

前週

コメント（状況及び次週動向）4/1週～


